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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
五
百
三
十
一
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
を
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
（一）

鳥
獣
保
護
区
の
名
称

積
翠
寺
鳥
獣
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
区
域

甲
府
市
上
積
翠
寺
町
地
内
の
県
道
甲
府
山
梨
線
と
甲
府
市
と
山
梨
市
の
境
界
線
と
の
交
点
（
太

良
ケ
峠
）
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
、
南
西
及
び
東
南
に
進
み
甲
府
市
と
春
日
居

町
の
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
、
西
及
び
東
南
に
進
み
甲
府
市
善
光

寺
町
と
同
市
横
根
町
の
尾
根
上
の
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
に
進

み
国
有
林
甲
府
事
業
区
と
民
有
林
の
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
有
林
の
境
界
線

を
南
西
、
北
及
び
西
に
進
み
甲
府
市
道
鍛
冶
小
路
線
に
至
る
径
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
径
路
を
北
進
し
同
市
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
甲
府
市
道
日
陰
北
線

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
県
道
甲
府
山
梨
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
県
道
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

（四）

鳥
獣
保
護
区
の
面
積

九
百
二
十
九
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

（五）

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

１
　
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
地
区
は
、
甲
府
市
の
北
部
標
高
五
百
メ
ー
ト
ル
の
市
街
地
周
辺
地
域
か
ら
、
標
高
千
二

百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
面
積
九
百
二
十
九
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
地
域
で
あ
り
、
中
心
部

に
は
温
泉
地
が
あ
る
。

当
該
地
区
内
に
は
、
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
等
の
広
葉
樹
の
自
然
林
や
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
が
植
林
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
市
街
地
周
辺
部
の
低
標
高
地
で
は
、
鳥
類
で
は
ヒ
ヨ
ド

リ
、
ム
ク
ド
リ
、
キ
ジ
バ
ト
、
コ
ジ
ュ
ケ
イ
等
、
哺ほ

乳
類
で
は
イ
ノ
シ
シ
、
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ

等
の
里
山
の
鳥
獣
が
生
息
し
、
高
標
高
地
域
で
は
、
ア
カ
ハ
ラ
、
カ
ッ
コ
ウ
、
セ
ン
ダ
イ
ム
シ

ク
イ
等
の
亜
高
山
帯
の
野
鳥
が
出
現
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
地
域
を
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
、鳥
獣
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、

野
鳥
を
誘
致
し
、
野
鳥
と
身
近
に
ふ
れ
合
え
る
環
境
の
整
備
を
図
り
、
も
っ
て
愛
鳥
思
想
の
普

及
啓
発
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

鳥
獣
の
生
息
及
び
繁
殖
の
た
め
に
必
要
な
巣
箱
、
給
水
、
給
餌じ

等
の
施
設
の
設
置
に
努
め

る
。

s

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

二
（一）

鳥
獣
保
護
区
の
名
称

信
玄
堤
鳥
獣
保
護
区

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
二
十
七
号
　
　
平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

六
八
一

山
梨
県
公
報
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成
十
五
年

十
月
三
十
日

第
千
四
百
二
十
七
号

木　曜　日

、
、



（二）

鳥
獣
保
護
区
の
区
域

中
巨
摩
郡
竜
王
町
竜
王
地
内
の
国
道
二
十
号
と
高
岩
頭
首
工
（
竜
王
用
水
取
水
堰
）
管
理
用
道

路
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
竜
王
町
道
西
山
新
町
線
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
進
し
三
社
神
社
宮
ノ
前
新
道
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町

道
を
南
進
し
竜
王
用
水
高
岩
沈
砂
池
と
の
接
点
（
み
ゆ
き
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沈
砂
池
を

南
進
し
同
用
水
一
番
堰せ
き

と
二
番
堰せ
き

の
分
岐
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
用
水
二
番
堰せ
き

を
南
進
し
三
番

堰せ
き

と
の
分
岐
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
用
水
三
番
堰せ
き

を
南
進
し
竜
王
町
道
上
八
幡
実
元
橋
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
進
し
県
道
臼
井
阿
原
竜
王
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
西
に
直
進
し
釜
無
川
を
渡
り
同
川
右
岸
堤
防
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
堤
防
を
北
進
し
南
ア
ル
プ

ス
市
上
高
砂
と
同
市
下
高
砂
の
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
に
進
み

釜
無
川
右
岸
堤
防
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
堤
防
を
北
進
し
高
岩
頭
首
工
の
延
長
線
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
東
進
し
高
岩
頭
首
工
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
頭
首
工

を
東
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日
ま
で

（四）

鳥
獣
保
護
区
の
面
積

百
三
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

（五）

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

１
　
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

四
百
数
十
年
の
歴
史
を
持
つ
信
玄
堤
周
辺
地
域
に
は
、
当
時
植
え
ら
れ
た
ケ
ヤ
キ
及
び
エ
ノ

キ
の
大
木
が
林
立
し
て
お
り
、
釜
無
川
左
岸
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
森
林
公
園
及
び
ス
ポ
ー
ツ

公
園
が
整
備
さ
れ
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
、
サ
ツ
キ
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
等
の

植
栽
も
な
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。

当
該
地
域
に
は
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ホ
オ
ジ
ロ
、
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
、
キ
ジ
バ
ト
等
の
里
山
の
鳥

類
が
生
息
し
、
ま
た
、
ケ
ヤ
キ
の
大
木
で
は
ア
オ
バ
ズ
ク
等
の
フ
ク
ロ
ウ
類
の
繁
殖
も
確
認
さ

れ
て
お
り
、
鳥
類
の
良
好
な
ね
ぐ
ら
、
越
冬
地
に
も
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
釜
無
川
河
川
敷
に

は
、
イ
ソ
シ
ギ
、
タ
カ
ブ
シ
ギ
、
コ
チ
ド
リ
等
の
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
、
カ
ル
ガ
モ
、
マ
ガ
モ
等

の
カ
モ
類
も
生
息
し
て
い
る
。

哺ほ

乳
類
に
つ
い
て
は
、
個
体
数
は
少
な
い
も
の
の
キ
ツ
ネ
、
イ
タ
チ
等
の
生
息
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。

当
該
地
域
は
河
川
、
河
川
敷
、
ケ
ヤ
キ
の
大
木
の
林
等
、
各
種
の
異
な
っ
た
特
色
あ
る
環
境

が
一
体
と
な
り
特
に
鳥
類
に
と
っ
て
良
好
な
生
息
環
境
を
形
成
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
地
域
を
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
、鳥
獣
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、

野
鳥
を
誘
致
し
、
野
鳥
と
身
近
に
ふ
れ
合
え
る
環
境
の
整
備
を
図
り
、
も
っ
て
愛
鳥
思
想
の
普

及
啓
発
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

鳥
獣
の
生
息
及
び
繁
殖
の
た
め
に
必
要
な
巣
箱
、
給
水
、
給
餌じ

等
の
施
設
の
設
置
に
努
め

る
。

s

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

三
（一）

鳥
獣
保
護
区
の
名
称

白
須
鳥
獣
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
区
域

北
巨
摩
郡
白
州
町
地
内
の
釜
無
川
と
神
宮
川
と
の
合
流
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
神
宮
川
を

西
進
し
同
町
鳥
原
地
内
で
町
営
林
道
雨
乞
・
尾
白
川
線
と
の
交
点
（
神
宮
大
橋
）
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
林
道
を
北
東
に
進
み
松
山
沢
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
東
南
及
び
北
東
に

進
み
釜
無
川
右
岸
と
の
合
流
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
東
南
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日
ま
で

（四）

鳥
獣
保
護
区
の
面
積

二
百
九
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

（五）

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

１
　
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
地
区
の
中
心
に
位
置
す
る
サ
ン
ト
リ
ー
白
州
蒸
留
所
は
、
古
く
か
ら
バ
ー
ド
サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ
ー
と
し
て
野
鳥
保
護
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
敷
地
内
に
は
野
鳥
の
採
餌じ

木
等
の
植
栽

が
な
さ
れ
、
巣
箱
、
給
餌じ

台
、
水
場
等
が
設
置
さ
れ
る
等
鳥
類
の
生
息
に
適
し
た
環
境
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

敷
地
内
の
、
ア
カ
マ
ツ
、
ク
ヌ
ギ
及
び
コ
ナ
ラ
の
広
大
な
自
然
林
で
は
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、

ヤ
マ
ガ
ラ
、
メ
ジ
ロ
、
エ
ナ
ガ
等
の
鳥
類
の
他
に
、
特
に
コ
ゲ
ラ
、
ア
カ
ゲ
ラ
等
の
樹
林
地
を

好
む
キ
ツ
ツ
キ
類
が
多
く
生
息
し
て
い
る
。

哺ほ

乳
類
で
は
、
キ
ツ
ネ
、
テ
ン
、
ホ
ン
ド
リ
ス
、
ア
カ
ネ
ズ
ミ
、
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
等
の
生
息
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
地
域
を
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
、
サ
ン
ト
リ
ー
白
州
蒸
留
所
の
野

鳥
保
護
活
動
を
支
援
し
、
そ
れ
に
よ
り
野
鳥
と
身
近
に
ふ
れ
合
え
る
環
境
の
整
備
を
促
進
す
る

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
二
十
七
号
　
　
平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

六
八
二



と
と
も
に
愛
鳥
思
想
の
普
及
啓
発
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

サ
ン
ト
リ
ー
が
行
う
野
鳥
保
護
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

s

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

四
（一）

鳥
獣
保
護
区
の
名
称

県
立
八
ケ
岳
少
年
自
然
の
家
鳥
獣
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
区
域

北
巨
摩
郡
高
根
町
念
場
原
地
内
の
町
道
朝
日
ケ
丘
中
線
と
町
道
朝
日
ケ
丘
上
線
の
接
点
を
起
点

と
し
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
進
し
町
道
下
念
場
朝
日
ケ
丘
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

町
道
を
北
東
に
進
み
町
道
清
泉
寮
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
進
し
沢
と
の
交

点
（
県
道
高
根
富
士
見
線
と
の
接
点
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
南
東
に
進
み
小
深
沢
川
と
の

合
流
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
南
東
に
進
み
国
道
百
四
十
一
号
と
の
接
点
（
清
里
大
橋
）
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
約
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
南
進
し
農
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
農
道
を
南
西
に
進
み
町
道
朝
日
ケ
丘
東
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し
町

道
朝
日
ケ
丘
中
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日
ま
で

（四）

鳥
獣
保
護
区
の
面
積

八
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

（五）

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

１
　
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

八
ケ
岳
の
南
麓
の
標
高
千
二
百
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
八
ケ
岳
少
年
自
然
の
家
は
、
青
少
年

の
野
外
活
動
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
、
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
巣
箱
の
設
置
等
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

南
北
八
百
メ
ー
ト
ル
、
東
西
二
百
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
敷
地
内
に
は
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
、
ワ
レ

モ
コ
ウ
等
の
草
花
が
生
育
す
る
草
原
や
、
ア
カ
マ
ツ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ
ラ
カ
バ
、
リ
ョ
ウ
ブ
、

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
等
か
ら
な
る
森
林
が
あ
り
、
ま
た
、
イ
ワ
ナ
が
生
息
す
る
小
川
も
流
れ
て
い
る
。

鳥
類
で
は
、
森
林
で
は
ア
カ
ハ
ラ
、
キ
ビ
タ
キ
等
、
草
原
で
は
ノ
ビ
タ
キ
、
ホ
オ
ジ
ロ
等
の

亜
高
山
帯
の
野
鳥
が
多
く
生
息
し
、
ミ
ソ
サ
ザ
イ
、
キ
セ
キ
レ
イ
等
の
渓
流
を
好
む
種
も
確
認

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
哺ほ

乳
類
で
は
、
キ
ツ
ネ
、
テ
ン
、
ホ
ン
ド
リ
ス
、
ア
カ
ネ
ズ
ミ
、
ヒ
メ

ネ
ズ
ミ
、
ま
た
、
天
然
記
念
物
の
ヤ
マ
ネ
等
が
生
息
し
て
い
る
な
ど
多
様
な
生
物
相
が
良
好
に

保
た
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
地
域
を
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
、
鳥
獣
を
含
め
た
良
好
な
環
境
の

保
護
を
図
る
と
と
も
に
自
然
の
家
が
行
う
環
境
教
育
活
動
を
支
援
し
、
そ
れ
に
よ
り
愛
鳥
思
想

の
普
及
啓
発
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

八
ケ
岳
少
年
自
然
の
家
が
行
う
巣
箱
の
設
置
等
の
環
境
教
育
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

s

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

五
（一）

鳥
獣
保
護
区
の
名
称

社
会
福
祉
村
鳥
獣
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
区
域

南
ア
ル
プ
ス
市
有
野
地
内
の
県
道
竜
王
芦
安
線
と
南
ア
ル
プ
ス
市
道
源
六
十
号
線
と
の
接
点

（
塩
沢
入
口
交
差
点
）
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
南
甘
利
山
橋
を
経
て
南

ア
ル
プ
ス
市
道
白
根
二
十
二
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
桃
源
峡

橋
を
経
て
韮
崎
市
道
旭
七
十
一
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
韮
崎

市
道
旭
七
十
二
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
韮
崎
市
道
旭
七
十
三

号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
韮
崎
市
道
旭
二
十
五
号
線
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
及
び
北
東
に
進
み
韮
崎
市
旭
町
上
条
南
割
と
同
市
大
草
町
下
条
西
割

の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
進
し
御
勅
使
川
を
渡
り
南
ア
ル
プ
ス
市

と
韮
崎
市
の
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
進
し
南
ア
ル
プ
ス
市
有
野
と

同
市
六
科
の
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
進
し
山
梨
県
立
梨
の
実
寮
敷

地
東
南
端
付
近
で
同
境
界
線
と
水
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
水
路
を
西
進
し
南
ア
ル
プ

ス
市
道
白
根
十
一
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
南
ア
ル
プ
ス
市
道
白
根

三
十
三
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
、
北
及
び
西
に
進
み
県
道
竜
王
芦
安
線

と
の
接
点
（
芦
安
入
口
交
差
点
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

（四）

鳥
獣
保
護
区
の
面
積

百
九
十
一
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

（五）

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

１
　
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
地
域
の
植
生
は
、
御
勅
使
川
の
河
川
敷
に
は
ヨ
シ
群
落
、
タ
チ
ヤ
ナ
ギ
、
イ
ヌ
コ
リ
ヤ

ナ
ギ
等
の
ヤ
ナ
ギ
群
落
、
そ
の
外
側
に
は
保
安
林
で
あ
る
ア
カ
マ
ツ
林
が
広
が
り
、
ア
カ
マ
ツ

林
に
は
部
分
的
に
コ
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹
も
混
生
し
、
そ
の
周
辺
に
は
果
樹
園
及
び
畑
地
が
広
が
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梨
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っ
て
い
る
。

当
該
地
域
の
鳥
獣
の
生
息
状
況
は
、
鳥
類
は
、
御
勅
使
川
が
急
流
な
た
め
カ
モ
、
シ
ギ
類
と

い
っ
た
水
鳥
の
生
息
数
は
少
な
い
が
、
ア
カ
マ
ツ
林
及
び
畑
地
を
中
心
に
ホ
オ
ジ
ロ
、
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ
及
び
メ
ジ
ロ
と
い
っ
た
里
山
の
鳥
類
が
多
く
生
息
し
、
冬
季
に
は
カ
シ
ラ
ダ
カ
、
ベ
ニ

マ
シ
コ
等
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
小
型
鳥
類
を
狙
う
猛
禽き
ん

類
で
あ
る
ツ
ミ

の
繁
殖
も
記
録
さ
れ
て
い
る
等
四
季
を
通
じ
て
豊
か
な
鳥
類
相
を
示
し
、
獣
類
で
は
、
里
山
環

境
を
好
む
キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
、
イ
タ
チ
等
の
哺ほ

乳
類
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
当
該
地
域
内
の
社
会
福
祉
村
に
は
、
県
立
あ
け
ぼ
の
養
護
学
校
を
始
め
と
す
る
医
療

福
祉
施
設
が
設
置
さ
れ
て
お
り
敷
地
内
に
は
多
く
の
緑
が
残
さ
れ
て
い
る
。同
養
護
学
校
で
は
、

校
庭
に
給
餌じ

施
設
を
設
置
し
、
野
鳥
と
の
ふ
れ
あ
い
や
観
察
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
ビ
デ
オ

等
に
よ
る
野
鳥
愛
護
思
想
の
高
揚
を
図
る
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
第
九
次
鳥
獣
保
護
事
業
計

画
に
お
い
て
も
愛
鳥
モ
デ
ル
校
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
社
会
福
祉
村
の
西
（
南
ア
ル
プ
ス
市

塩
前
）
に
は
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
施
設
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
馬
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
る
治
療
法

が
実
践
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
地
域
を
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
、鳥
獣
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、

野
鳥
を
誘
致
し
、
野
鳥
と
身
近
に
ふ
れ
合
え
る
環
境
の
整
備
を
図
り
、
も
っ
て
愛
鳥
思
想
の
普

及
啓
発
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

鳥
獣
の
生
息
及
び
繁
殖
の
た
め
に
必
要
な
巣
箱
、
給
水
、
給
餌じ

等
の
施
設
の
設
置
に
努
め

る
。

s

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

六
（一）

鳥
獣
保
護
区
の
名
称

篠
井
山
鳥
獣
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
区
域

県
有
林
第
三
│
Ⅰ
林
班
い
及
び
ろ
小
班
、
第
四
林
班
に
及
び
に
小
班
並
び
に
第
六
林
班
い
小
班

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

（四）

鳥
獣
保
護
区
の
面
積

七
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

（五）

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

１
　
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

篠
井
山
（
標
高
千
三
百
九
十
四
メ
ー
ト
ル
）
の
山
体
は
、
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
堆た
い

積
が
先
新

世
以
降
に
隆
起
し
た
も
の
で
安
山
岩
質
火
山
砕
屑
岩
類
か
ら
な
り
、
気
候
も
太
平
洋
か
ら
の
影

響
を
受
け
る
た
め
温
暖
で
、
山
頂
ま
で
暖
地
性
植
物
の
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、
ツ
ル
グ
ミ
、
ヤ
マ
グ
ル

マ
等
が
見
ら
れ
る
。

山
頂
付
近
に
は
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ
及
び
コ
ミ
ネ
カ
エ
デ
を
は
じ
め
と
す
る

カ
エ
デ
類
が
特
に
多
く
、
ブ
ナ
の
大
木
の
間
に
は
ア
ス
ナ
ロ
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
、
ゴ
ヨ
ウ

ツ
ツ
ジ
、
フ
ジ
ザ
ク
ラ
等
の
植
物
が
広
く
分
布
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
該
地
域
で
は
、
獣
類
で
は
、
大
型
哺ほ

乳
類
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
イ
ノ
シ
シ
及
び
ニ

ホ
ン
ジ
カ
を
は
じ
め
、
中
型
哺ほ

乳
類
の
ア
ナ
グ
マ
、
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
及
び
ノ
ウ
サ
ギ
、
ま
た
、

小
型
哺ほ

乳
類
で
は
ニ
ホ
ン
リ
ス
の
ほ
か
希
少
な
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
、
ヒ
ミ
ズ
等
が
確
認
さ
れ
、
鳥

類
で
は
、
大
型
猛
禽き
ん

類
の
オ
オ
タ
カ
、
サ
シ
バ
を
は
じ
め
、
ク
ロ
ツ
グ
ミ
、
メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ

等
の
亜
高
山
帯
に
生
息
す
る
も
の
か
ら
ホ
オ
ジ
ロ
、
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
等
の
里
山
に
住
む
も
の
ま
で

多
様
な
鳥
獣
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
県
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
山
梨
県
自
然
環
境
保
全
条
例
（
昭
和
四
十
六

年
山
梨
県
条
例
第
三
十
八
号
）
に
基
づ
く
自
然
保
存
地
区
と
し
て
指
定
し
、
良
好
な
自
然
環
境

の
保
全
を
図
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
平
成
十
三
年
度
に
は
環
境
省
が
提
唱
す
る
「
生
物
多
様
性
保
存
の
た
め
の
国
土
区

分
ご
と
の
重
要
地
域
」
に
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
自
然
保
存
地
区
を
よ
り
実
効
性
あ
る
も
の
と
し
、
豊
か
な
森
林
資
源

に
生
息
す
る
多
様
な
野
生
鳥
獣
を
含
め
た
自
然
生
態
系
全
体
の
保
護
を
図
る
た
め
、
鳥
獣
保
護

区
と
し
て
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

鳥
獣
の
生
息
及
び
繁
殖
の
た
め
に
必
要
な
巣
箱
、
給
水
、
給
餌じ

等
の
施
設
の
設
置
に
努
め

る
。

s

鳥
獣
保
護
区
域
内
に
お
け
る
捕
獲
等
が
さ
れ
な
い
よ
う
巡
視
に
努
め
る
。

d

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

山
梨
県
告
示
第
五
百
三
十
二
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
四
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
休
猟
区
を
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
１
　
休
猟
区
の
名
称

奥
御
岳
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
二
十
七
号
　
　
平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

六
八
四

６
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２



甲
府
市
黒
平
町
地
内
の
県
営
荒
川
林
道
と
荒
川
と
の
交
点
（
上
黒
平
橋
）
を
起
点
と
し
、
同
所

か
ら
同
川
を
北
東
に
進
み
精
進
川
と
の
合
流
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
東
に
進
み
甲
府
市

営
御
岳
林
道
と
の
交
点
（
竜
の
平
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
進
し
金
峰
山
登
山
道
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
登
山
道
を
東
進
し
甲
府
市
営
御
岳
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
林
道
を
北
東
、
南
及
び
北
東
に
進
み
甲
府
市
有
林
第
十
三
林
班
と
同
第
十
四
林
班
と
の
尾

根
上
の
境
界
線
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
進
し
荒
川
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
川
を
南
及
び
西
に
進
み
甲
府
市
と
東
山
梨
郡
牧
丘
町
の
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
境
界
線
を
南
、
東
南
及
び
南
に
進
み
県
営
荒
川
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林

道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

五
百
十
一
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

二
１
　
休
猟
区
の
名
称

一
宮
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

東
八
代
郡
一
宮
町
市
之
蔵
地
内
の
金
川
に
架
か
る
市
之
蔵
橋
北
詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
県

道
中
道
・
塩
山
線
を
北
東
に
進
み
町
道
中
央
高
速
側
道
九
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

町
道
を
北
東
に
進
み
県
営
京
戸
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
東
に
進
み
同
郡

一
宮
町
と
東
山
梨
郡
勝
沼
町
の
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
東
に
進
み

東
八
代
郡
一
宮
町
、
東
山
梨
郡
大
和
村
及
び
同
郡
勝
沼
町
の
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
東
八
代
郡
一
宮
町
と
東
山
梨
郡
大
和
村
の
境
界
線
を
東
及
び
南
に
進
み
東
八
代
郡
一
宮
町
、
大

月
市
、
東
山
梨
郡
大
和
村
及
び
東
八
代
郡
御
坂
町
の
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
郡

一
宮
町
と
同
郡
御
坂
町
と
の
境
界
線
を
西
進
し
金
川
右
岸
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
金
川
沿

い
に
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

三
１
　
休
猟
区
の
名
称

鰍
沢
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
地
内
の
国
道
五
十
二
号
と
大
柳
川
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
川

を
西
、
北
及
び
東
に
進
み
同
町
と
同
郡
増
穂
町
の
境
界
線
と
の
接
点
（
出
頂
ノ
茶
屋
跡
）
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
及
び
東
に
進
み
町
営
清
水
鳥
屋
林
道
の
終
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林

道
を
東
進
し
町
営
長
知
沢
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
東
、
南
東
及
び
北
西

に
進
み
町
道
日
向
長
知
沢
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
西
に
進
み
農
道
李
平
線

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
北
西
、
南
東
、
北
、
南
西
及
び
北
に
進
み
農
道
寺
沢
線

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
東
進
し
町
道
国
見
平
長
知
沢
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
町
道
を
南
進
し
同
町
道
と
小
柳
川
の
支
流
の
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を

北
進
し
同
郡
鰍
沢
町
と
同
郡
増
穂
町
の
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
進

し
畔
沢
川
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
東
進
し
国
道
五
十
二
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
六
百
五
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

四
１
　
休
猟
区
の
名
称

瀬
戸
南
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域
　

大
月
市
七
保
町
瀬
戸
地
内
の
国
道
百
三
十
九
号
と
市
道
奈
良
子
線
と
の
接
点（
小
俣
川
橋
北
詰
）

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
奈
良
子
部
落
を
経
て
矢
竹
部
落
に
て
県
営
奈
良
子
林

道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
西
進
し
奈
良
子
川
本
沢
に
架
か
る
本
谷
橋
で
石
小
屋

沢
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
北
西
に
進
み
大
樺
ノ
頭
（
標
高
千
七
百
七
十
七
メ
ー
ト

ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
小
金
沢
鳥
獣
保
護
区
境
界
の
三
の
沢
を
北
東
に
進
み
県
営
真
木
小
金
沢

林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
東
進
し
深
城
部
落
で
国
道
百
三
十
九
号
と
の
接
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
東
南
及
び
南
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
千
四
百
八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

五
１
　
休
猟
区
の
名
称

鴨
沢
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

北
都
留
郡
丹
波
山
村
鴨
沢
地
内
の
国
道
四
百
十
一
号
、
東
京
都
及
び
山
梨
県
の
境
界
線
と
の
接

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
進
し
同
郡
小
菅
村
と
同
郡
丹
波
山
村
の
境
界
線
と
の

接
点
（
大
寺
山
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
進
し
中
指
山
三
角
点
（
標
高
千
三
百
十

四
・
六
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
追
分
に
て
登
山
道
丹
波
大
菩
薩
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
二
十
七
号
　
　
平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

六
八
五



登
山
道
を
北
東
に
進
み
藤
ダ
ワ
を
経
て
越
ダ
ワ
に
て
県
道
上
野
原
丹
波
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
国
道
四
百
十
一
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
東
進
し

起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
九
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

六
１
　
休
猟
区
の
名
称

二
十
六
夜
山
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
都
留
郡
秋
山
村
地
内
の
県
道
四
日
市
場
上
野
原
線
雛
鶴
隧
道
東
詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら

同
県
道
を
東
進
し
秋
山
村
栗
谷
地
内
で
村
営
栗
谷
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を

南
進
し
同
林
道
の
終
点
で
小
径
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
径
を
南
進
し
同
郡
秋
山
村
と

同
郡
道
志
村
の
境
界
線
と
の
接
点
（
尾
根
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
進
し
長
尾
（
標

高
千
百
七
メ
ー
ト
ル
）
及
び
細
茅
ノ
頭
を
経
て
都
留
市
、
同
郡
秋
山
村
及
び
同
郡
道
志
村
の
境
界

線
と
の
接
点
（
赤
鞍
ケ
岳
（
標
高
千
二
百
九
十
九
メ
ー
ト
ル
））
に
至
り
、
同
所
か
ら
都
留
市
と

同
郡
秋
山
村
の
境
界
線
を
北
及
び
北
西
に
進
み
雛
鶴
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
峠
登
山
道
を
北
東

に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
七
百
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

七
１
　
休
猟
区
の
名
称

吉
田
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

富
士
吉
田
市
赤
坂
地
内
の
国
道
百
三
十
七
号
と
市
道
新
町
通
り
線
と
の
接
点
（
三
叉
路
）
を
起

点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
西
に
進
み
富
士
吉
田
市
と
南
都
留
郡
河
口
湖
町
の
境
界
線
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
南
、
北
及
び
北
東
に
進
み
霜
山
山
頂
（
通
称
天
上
山
。

標
高
千
三
百
一
・
七
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
市
道
梅
久
保
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
東
南
に
進
み
同
市
白
糸
町
内
で
富
士
急
行
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
富
士
急
行
線
を
南

西
に
進
み
市
道
新
町
通
り
線
と
の
交
点
（
御
姫
坂
踏
切
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
に

進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

八
百
二
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
告
示
第
五
百
三
十
三
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
五
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
銃
猟
禁
止
区
域
を
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

金
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

東
八
代
郡
一
宮
町
市
之
蔵
地
内
の
金
川
に
架
か
る
市
之
蔵
橋
南
詰
（
県
道
中
道
・
塩
山
線
）
を

起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
金
川
の
右
岸
堤
防
と
左
岸
堤
防
の
中
間
地
点
か
ら

百
メ
ー
ト
ル
南
西
の
地
点
を
結
ん
だ
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
北
西
に
進
み
町
道

市
之
蔵
国
分
八
幡
橋
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
西
に
進
み
金
川
左
岸
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
南
西
の
地
点
を
結
ん
だ
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

線
を
北
西
及
び
南
西
に
進
み
同
線
の
終
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
北
に
直
進
し
笛
吹
川
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
東
に
進
み
金
川
右
岸
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
北

東
の
地
点
を
結
ん
だ
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
南
東
に
進
み
町
道
市
之
蔵
国
分
八

幡
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
西
に
進
み
金
川
の
右
岸
堤
防
と
左
岸
堤
防
の
中

間
地
点
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
北
東
の
地
点
を
結
ん
だ
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
東
南

に
進
み
県
道
中
道
・
塩
山
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る

一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
四
日
ま
で

４
　
面
積

百
九
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

二
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

長
坂
渋
沢
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

北
巨
摩
郡
長
坂
町
渋
沢
地
内
の
県
道
茅
野
小
淵
沢
韮
崎
線
（
七
里
岩
ラ
イ
ン
）
と
町
道
富
岡
南

新
居
線
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
町
道
日
野
春
小
下
塚
川
公
民
館
線
と

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
進
し
鳩
川
と
の
交
点
（
鍛
冶
屋
森
橋
）
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
川
を
南
進
し
町
道
北
農
下
逸
見
原
線
と
の
交
点
（
逸
見
原
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
二
十
七
号
　
　
平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

六
八
六



道
を
南
及
び
南
西
に
進
み
町
道
富
岡
南
新
居
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
進
し

起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
四
日
ま
で

４
　
面
積

六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

三
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

帯
那
山
高
原
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

甲
府
市
上
帯
那
町
地
内
の
甲
府
市
営
帯
那
高
原
牧
場
敷
地
境
界
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

十
三
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

四
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

大
平
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

都
留
市
と
大
月
市
の
境
界
線
上
に
あ
る
高
畑
山
三
角
点
（
標
高
九
百
八
十
一
・
九
メ
ー
ト
ル
）

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
進
し
、
都
留
市
、
大
月
市
及
び
南
都
留
郡
秋
山
村
と
の

境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
都
留
市
と
同
村
と
の
境
界
線
を
南
進
し
高
岩
に
至
り
、
同
所

か
ら
尾
根
づ
た
い
に
南
進
し
東
京
電
力
株
式
会
社
都
留
線
送
電
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
線
を
西
進
し
同
線
第
百
四
号
鉄
塔
に
至
り
、
同
所
か
ら
尾
根
づ
た
い
に
北
西
に
進
み
大
平
川
と

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
西
進
し
ザ
レ
の
沢
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
北

東
に
進
み
市
道
大
平
線
と
の
交
点
（
ザ
レ
の
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
市
営
鈴

懸
峠
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
に
進
み
都
留
市
と
大
月
市
と
の
境
界
線

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
東
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

五
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

羽
根
子
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

都
留
市
小
形
山
地
内
の
市
道
川
茂
堀
ノ
内
線
と
市
営
大
棚
林
道
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所

か
ら
同
市
道
を
南
西
、
南
及
び
東
に
進
み
川
茂
銃
猟
禁
止
区
域
と
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
境
界
線
を
南
及
び
西
に
進
み
同
市
下
谷
地
内
で
羽
根
子
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
川
を
五
十
メ
ー
ト
ル
北
進
し
沢
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
北
西
に
進
み
同
沢
の

最
上
流
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
鬼
内
沢
の
最
上
流
点
に
向
っ
て
北
に
直
進
し
同
沢
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
北
西
及
び
西
に
進
み
西
入
沢
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
北
西

に
進
み
中
の
久
保
（
標
高
六
百
九
十
六
・
四
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
尾
根
づ
た
い
に
北

進
し
都
留
市
と
大
月
市
と
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
に
進
み
小
径

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
径
を
南
東
に
進
み
都
留
市
庄
沢
地
内
で
高
川
の
最
上
流
地
点

の
北
方
三
十
メ
ー
ト
ル
地
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
志
う
あ
り
沢
の
最
上
流
点
に
向
っ
て
北
東
に
直

進
し
大
峰
を
経
て
同
沢
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
東
進
し
市
営
大
棚
林
道
と
の
接
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

百
八
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

六
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

平
岡
平
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

南
ア
ル
プ
ス
市
塩
前
地
内
の
南
ア
ル
プ
ス
市
道
白
根
二
十
二
号
線
と
南
ア
ル
プ
ス
市
と
韮
崎
市

と
の
境
界
線
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
に
進
み
塩
沢
川
に
か
か
る
桃
源
峡

橋
を
経
て
南
ア
ル
プ
ス
市
営
塩
沢
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
に
進
み
塩

沢
川
に
架
か
る
細
川
橋
を
経
て
苗
敷
山
直
下
に
源
を
発
す
る
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

沢
を
北
東
に
進
み
南
ア
ル
プ
ス
市
と
韮
崎
市
と
の
境
界
線
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線

を
東
南
、
東
及
び
東
南
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

七
十
七
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

七
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

敷
島
双
葉
中
央
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

中
巨
摩
郡
敷
島
町
亀
沢
地
内
の
敷
島
町
道
大
下
菩
提
線
と
同
町
道
大
久
保
環
状
線
と
の
交
点
を

起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
西
に
進
み
敷
島
町
道
富
士
塚
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
町
道
を
北
進
し
北
巨
摩
郡
双
葉
町
大
▲
二
千
七
百
八
十
六
番
地
サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社
山
梨

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
二
十
七
号
　
　
平
成
十
五
年
十
月
三
十
日
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ワ
イ
ナ
リ
ー
の
敷
地
境
界
線
の
外
側
二
百
メ
ー
ト
ル
の
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を

北
東
及
び
北
に
進
み
中
巨
摩
郡
敷
島
町
牛
句
三
千
八
百
五
十
九
番
地
昇
仙
峡
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
敷
地
境
界
線
の
外
側
二
百
メ
ー
ト
ル
の
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
北
進
し
菩
提

沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
下
流
に
く
だ
り
敷
島
町
道
大
下
菩
提
線
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

五
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

八
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

笛
吹
川
岩
手
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

山
梨
市
岩
手
地
内
貴
明
橋
東
詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
笛
吹
川
左
岸
堤
防
を
南
西
に
進
み
岩

手
橋
東
詰
及
び
八
幡
橋
東
詰
を
経
て
亀
甲
橋
東
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
亀
甲
橋
を
北
西
に
進
み
県

道
三
日
市
場
南
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
市
道
正
徳
寺
紺
屋
三
号
線
と

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
国
道
百
四
十
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
国
道
を
北
東
に
進
み
山
梨
市
と
東
山
梨
郡
牧
丘
町
と
の
境
界
線
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
境
界
線
を
東
進
し
貴
明
橋
西
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
貴
明
橋
を
東
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

八
十
八
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

九
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

長
沢
・
東
井
出
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

北
巨
摩
郡
高
根
町
長
沢
地
内
の
国
道
百
四
十
一
号
と
県
道
長
沢
・
小
淵
沢
線
と
の
接
点
を
起
点

と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
町
道
北
小
学
校
玉
山
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
町
道
を
北
進
し
町
道
旭
ケ
丘
住
宅
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
進
し
町
道
原

長
沢
上
手
原
御
別
当
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
進
し
町
道
玉
山
南
線
に
至
る

車
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
東
に
直
進
し
川
俣
川
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を

南
進
し
国
道
百
四
十
一
号
と
の
交
点
（
月
の
木
上
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
起

点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

九
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

鳥
原
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

北
巨
摩
郡
白
州
町
鳥
原
地
内
の
国
道
二
十
号
と
松
山
沢
川
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら

同
川
を
南
西
に
進
み
町
道
鳥
原
松
原
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
南
及
び
北
東

に
進
み
町
道
荒
田
鳥
原
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
及
び
北
東
に
進
み
農
道
と

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
北
進
し
山
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
北

に
約
三
百
メ
ー
ト
ル
進
み
小
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
道
を
東
進
し
車
道
と
の
接
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
車
道
を
北
及
び
東
に
進
み
高
圧
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
高
圧

線
を
北
西
に
進
み
流
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
東
進
し
国
道
二
十
号
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

九
十
七
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
一
１
　
銃
猟
禁
止
区
域
の
名
称

勝
山
銃
猟
禁
止
区
域

２
　
銃
猟
禁
止
区
域

南
都
留
郡
河
口
湖
町
船
津
地
内
の
町
道
駅
前
線
と
町
道
百
三
号
線
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、

同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し
勝
山
村
道
二
百
一
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を

南
進
し
勝
山
村
道
五
百
一
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
南
進
し
村
道
五
百
十

一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
西
進
し
南
都
留
郡
勝
山
村
地
内
に
お
い
て
勝

山
村
道
二
│
五
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
南
進
し
同
村
と
同
郡
鳴
沢
村
の

境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
進
し
国
道
百
三
十
九
号
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
西
に
進
み
県
道
鳴
沢
河
口
湖
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

県
道
を
北
東
及
び
南
に
進
み
河
口
湖
町
道
富
士
登
山
道
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町

道
を
南
進
し
町
道
駅
前
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
一
団

地
３
　
存
続
期
間

平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

三
百
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
二
十
七
号
　
　
平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

六
八
八



山
梨
県
告
示
第
五
百
三
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

北
巨
摩
郡
高
根
町
清
里
字
念
場
原
三
五
四
五
の
五
五
四
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
三

五
四
五
の
四
六
二
五
、
三
五
四
五
の
四
六
二
七
、
三
五
四
五
の
四
六
二
九
、
三
五
四
五
の
六
四
九
二

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

風
害
の
防
備

三
　
解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（
次
の
図
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
梨
県
庁
及
び
高
根
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
五
百
三
十
五
号

山
梨
県
家
畜
伝
染
病
の
ま
ん
延
防
止
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
二
号
）

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
腐
蛆そ

病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
み
つ
ば
ち
等
の
移
動
を
禁
止
す
る

区
域
の
指
定
（
平
成
十
五
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
七
十
七
号
）
は
、
解
除
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
告
示
第
五
百
三
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
中
地
域
振
興
局
建

設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
竜
王
芦
安
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
ア
ル
プ
ス
市
大
字
駒
場
字
東
山
三
二
二
番
の
二

旧

六
・
六
〜

二
七
二
・
〇

地
先
か
ら

一
〇
・
五

南
ア
ル
プ
ス
市
大
字
須
沢
字
日
入
倉
一
九
番
の
六

地
先
ま
で

八
・
七
〜

二
七
二
・
〇

五
四
・
九

新

八
・
七
〜

二
七
二
・
〇

五
四
・
九

公
　
　
　
告

'

一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
。
な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
入
札
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月

十
五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も

の
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

１
　
借
入
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

山
梨
県
総
合
的
行
政
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
用
サ
ー
バ
機
器
等
　
一
式

２
　
借
入
物
品
等
の
仕
様
等

入
札
説
明
書
で
定
め
る
内
容
等
で
あ
る
こ
と
。

３
　
借
入
期
間

平
成
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
納
入
場
所

知
事
が
指
定
す
る
場
所

二
　
一
般
競
争
入
札
の
参
加
資
格

１
　
平
成
十
五
年
度
に
お
け
る
物
品
等
の
特
定
調
達
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に

必
要
な
資
格
等
（
平
成
十
五
年
山
梨
県
告
示
第
百
四
十
六
号
）
の
一
に
定
め
る
競
争
入
札
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
。

２
　
こ
の
公
告
に
示
す
借
入
物
品
等
を
確
実
に
納
入
で
き
る
と
知
事
が
判
断
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

３
　
納
入
す
る
借
入
物
品
等
に
係
る
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
知
事
の
求
め
に
応
じ
て
速
や
か
に
提
供

で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
。

４
　
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
山
梨
県
か
ら
「
山
梨
県
物
品
購
入
等
契
約
に
係
る

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
二
十
七
号
　
　
平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

六
八
九

、
、

、
、



指
名
停
止
等
措
置
要
領
」
に
基
づ
く
指
名
停
止
を
受
け
て
い
る
日
が
含
ま
れ
て
い
る
者
で
な
い
こ

と
。

三
　
入
札
手
続
等

１
　
契
約
条
項
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
合
わ
せ
先

郵
便
番
号
四
〇
〇
│
八
五
〇
一
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
山
梨
県
総
務
部

私
学
文
書
課
文
書
・
情
報
公
開
担
当
　
電
話
〇
五
五
│
二
二
三
│
一
四
一
二

２
　
入
札
説
明
書
の
交
付
方
法

こ
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
ま
で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日
（
以
下
「
県
の
休
日
」
と
い
う
。）
を
除

く
毎
日
、
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
三
の
１
の
交
付
場
所
に
　

お
い
て
交
付
す
る
。

３
　
入
札
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所

平
成
十
五
年
十
一
月
七
日
午
後
二
時
　
山
梨
県
庁
（
郵
便
番
号
四
〇
〇
│
八
五
〇
一
　
山
梨
県

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
）
北
別
館
四
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム

４
　
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
の
提
出
方
法

平
成
十
五
年
十
一
月
七
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
県
の
休
日
を
除
く
毎
日
、
午
前
九
時
か
ら
正

午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
に
山
梨
県
総
務
部
私
学
文
書
課
文
書
・
情
報
公
開
担

当
に
持
参
す
る
こ
と
。

５
　
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

平
成
十
五
年
十
二
月
十
日
午
後
二
時
　
山
梨
県
庁
（
郵
便
番
号
四
〇
〇
│
八
五
〇
一
　
山
梨
県

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
）
北
別
館
四
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム

６
　
郵
便
に
よ
る
入
札
書
の
受
領
期
限
及
び
場
所

平
成
十
五
年
十
二
月
九
日
午
後
五
時
ま
で
に
山
梨
県
総
務
部
私
学
文
書
課
文
書
・
情
報
公
開
担

当
（
郵
便
番
号
四
〇
〇
│
八
五
〇
一
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
）
に
必
着
す
る

こ
と
。

７
　
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
五
に
相
当
す

る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切

り
捨
て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者

で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
月
額
と
し
て
見
積
も
っ
た
金
額
の
百
五
分
の
百
に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

８
　
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
一
般
競
争
入
札
の
参
加
資
格
の
な
い
者
の
行
っ
た
入
札
、
入
札
条
件
に
違

反
し
た
者
の
行
っ
た
入
札
、
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
行
っ
た
入
札

そ
の
他
山
梨
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
一
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）

第
百
二
十
九
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

９
　
落
札
者
の
決
定
方
法

規
則
第
百
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
予
定
価
格
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
を

も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

四
　
そ
の
他

１
　
契
約
の
手
続
き
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

２
　
入
札
保
証
金

免
除

３
　
契
約
保
証
金

契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
で
定
め
る
契
約
保
証
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
規
則
第
百
九
条
の
二
の
規
定
に
該
当
す
る
者
は
、
こ
れ
を
免
除
す
る
。

４
　
契
約
書
作
成
の
要
否

要

５
　
そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。
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'

貸
金
業
者
の
登
録
の
取
消
し

貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
貸
金
業
者
の
登
録
を
取
消
し
た
の
で
、
同
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
公

告
す
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
二
十
七
号
　
　
平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

六
九
〇



平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
十
五
年
十
月
二
十
八
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
　
甲
府
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
甲
府
市
朝
日
一
丁
目
一
番
一
号

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
松
本
光
司

三
　
登
録
番
号
　
山
梨
県
知
事
（一）
第
〇
〇
六
七
六
号

四
　
適
用
条
文
　
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
第
三
十
七
条
第
一
項
第
二
号

'

換
地
処
分
の
実
施

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
圃
場
整
備
事
業
（
小
淵
沢
地
区
上
笹
尾
工
区
）
の
換
地
処
分
を
平
成
十
五
年
十
月
一
日
実
施
し
た
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
八
号

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
坂
　
　
本
　
　
　
　
　
宏

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
冬
季
国
体
推
進
監

別
表
第
十
三
教
育
委
員
会
事
務
局
の
部
本
庁
の
項
中
「
文
化
財
指
導
監
」
を

文
化
財
指
導
監
」

に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

'

遊
技
機
の
型
式
の
検
定
の
取
消
し

遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則（
昭
和
六
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号
）

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
遊
技
機
の
検
定
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
吉
　
　
●
　
　
信
　
　
一

型
　
　
式
　
　
の
　
　
概
　
　
要

検
定
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
住
所

遊
技
機
の
種
類

型
式
名

製
造
又

検
定
番
号

及
び
区
分

は
輸
入

業
者
名

株
式
会
社
ミ
ズ
ホ
　
代
表
取
締
役

回
胴
式
遊
技
機

ミ
リ
オ
ン

株
式
会
社

一
四
〇
三
四
九

安
藤
壽
雄

規
則
第
六
条
第

ゴ
ッ
ド

ミ
ズ
ホ

東
京
都
江
東
区
有
明
三
丁
目
一
番

二
号
（
別
表
第

地
二
五

五
）

株
式
会
社
ロ
デ
オ
　
代
表
取
締
役

回
胴
式
遊
技
機

サ
ラ
リ
ー

株
式
会
社

一
四
〇
五
一
二

谷
澤
鑛
次

規
則
第
六
条
第

マ
ン
キ
ン

ロ
デ
オ

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二
丁
目
二

二
号
（
別
表
第

タ
ロ
ウ

三
番
二
号

五
）

サ
ミ
ー
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

回
胴
式
遊
技
機

ア
ラ
ジ
ン

サ
ミ
ー
株

一
四
〇
六
二
五

里
見
治

規
則
第
六
条
第

Ａ
（
エ
ー

式
会
社

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二
丁
目
二

二
号
（
別
表
第

ス
）

三
番
二
号

五
）

'

遊
技
機
の
型
式
の
検
定

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）

第
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
申
請
の
あ
っ
た
遊
技
機
に
つ
い
て
検
定
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
遊

技
機
を
遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第

四
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
す
る
と
認
め
た
の
で
、
同
規
則
第
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
検
定
の
有
効
期
間
は
、
平
成
十
八
年
十
月
二
十
九
日
ま
で
と
す
る
。

平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
二
十
七
号
　
　
平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

六
九
一



山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
吉
　
　
●
　
　
信
　
　
一

型
　
　
式
　
　
の
　
　
概
　
　
要

申
請
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

遊
技
機
の
種
類

型
式
名

製
造
又

検
定
番
号

及
び
区
分

は
輸
入

業
者
名

豊
丸
産
業
株
式
会
社
　
代
表
取
締

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
武
王

豊
丸
産
業

三
〇
〇
六
九
九

役
　
永
野
裕
豊

機

伝
説
Ｍ

株
式
会
社

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
長
戸
井

規
則
第
六
条
第

町
三
丁
目
一
二
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

豊
丸
産
業
株
式
会
社
　
代
表
取
締

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
武
王

豊
丸
産
業

三
〇
〇
七
一
三

役
　
永
野
裕
豊

機

伝
説
Ｓ

株
式
会
社

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
長
戸
井

規
則
第
六
条
第

町
三
丁
目
一
二
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

豊
丸
産
業
株
式
会
社
　
代
表
取
締

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
武
王

豊
丸
産
業

三
〇
〇
七
二
六

役
　
永
野
裕
豊

機

伝
説
Ｈ

株
式
会
社

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
長
戸
井

規
則
第
六
条
第

町
三
丁
目
一
二
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
大
一
商
会
　
代
表
取
締

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
ハ
イ

株
式
会
社

三
一
〇
七
一
八

役
　
市
原
●
明

機

パ
ー
チ
ョ

大
一
商
会

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
鴨
付
町

規
則
第
六
条
第

ッ
キ
モ
ン

一
丁
目
二
二
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
二
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
大
一
商
会
　
代
表
取
締

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

ハ
イ
パ
ー

株
式
会
社

三
一
〇
七
三
七

役
　
市
原
●
明

機

チ
ョ
ッ
キ

大
一
商
会

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
鴨
付
町

規
則
第
六
条
第

モ
ン
Ｇ
Ｘ

一
丁
目
二
二
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
二
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
高
尾
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
男
浜

株
式
会
社

三
〇
〇
六
八
六

内
ヶ
島
敏
博

機

幸
日
本
一

高
尾

愛
知
県
名
古
屋
市
中
川
区
太
平
通

規
則
第
六
条
第

Ｗ

一
丁
目
三
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
高
尾
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
男
浜

株
式
会
社

三
〇
〇
七
一
二

内
ヶ
島
敏
博

機

幸
日
本
一

高
尾

愛
知
県
名
古
屋
市
中
川
区
太
平
通

規
則
第
六
条
第

Ｙ

一
丁
目
三
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
高
尾
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
男
浜

株
式
会
社

三
〇
〇
七
六
一

内
ヶ
島
敏
博

機

幸
日
本
一

高
尾

愛
知
県
名
古
屋
市
中
川
区
太
平
通

規
則
第
六
条
第

Ｃ

一
丁
目
三
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
ソ
フ
ィ
ア
　
代
表
取
締

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
サ
ン

株
式
会
社

三
〇
〇
七
三
五

役
　
井
置
定
男

機

バ
ム
ー
チ

ソ
フ
ィ
ア

群
馬
県
桐
生
市
境
野
町
七
丁
目
二

規
則
第
六
条
第

ョ
Ｖ
Ｓ
Ｘ

〇
一
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
ソ
フ
ィ
ア
　
代
表
取
締

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
サ
ン

株
式
会
社

三
〇
〇
七
三
〇

役
　
井
置
定
男

機

バ
ム
ー
チ

ソ
フ
ィ
ア

群
馬
県
桐
生
市
境
野
町
七
丁
目
二

規
則
第
六
条
第

ョ
Ｖ
Ｓ
Ｘ

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
二
十
七
号
　
　
平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

六
九
二



〇
一
番
地

一
号
イ
（
別
表

２

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
二
十
七
号
　
　
平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

六
九
三



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
二
十
七
号
　
　
平
成
十
五
年
十
月
三
十
日

六
九
四


